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韓国国史縄纂委員会

二つの研究プロジェクトの協力者力勤める国立の歴史研究所。5頁参照｡また､11月の研究会もこの研究所で開催される予定である(12頁参照）
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メッセージ

アーカイプズ研究系の発足

アーカイブズ

デジタル・アーカイブズやNIⅨアーカイ

ブスなどにより、最近アーカイブズという

言葉を目にすることが多くなりました。国

…”かりにくしウ1鵜吾として「ア

ーカイブズ｣力致り上げられているほどでｳも

そうしたアーカイプズを研究する機関とし

て麺4年4月にアーカイプズ研究系は発足

しました。

改組にともないこれまでの『史料館剥

に代わって、アーカイプズ研究系の情報誌

としての性格をもつこの「アーカイプズ・

ニューズレター』を刊行することになりま

したので、アーカイプズ研究系の発足につ

いて報告しておきます。

国立大学の動向にあわせて大学共同利用

機関は法人化することになり、国立歴史民

俗博物館、国文学研究資料館、国際日本文

化研究センター、総合地球環境学研究所、

国立民族学博物館の5機関を統合して、大

学共同利用機関法人人間文化研究機構を

狐4年4月に設置しました。その機関の1

つである国文学研究資料館の一部門として

位置づけられます。l弱1年（昭和26）に文

部省史料館として発足し、lW年に国文学

研究資料館の設置にともないその付置機関

である史料館となり、さらに今回と3度目

の改組です。

史料館発足当時は職後の混乱期に散逸の

危機にあった古文書を収集・整理し公開す

ることが緊急の解題でした。国文研設置後

の鋤年代に史料整理の実務のなかから、研
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研究主幹丑木幸男

究を進展させてきました。漣年に行政管理

庁の国立歴史民俗博物館との事業内容の類

似性が認められるので、両者の鯛整を図り

望ましい研究活動体制の検討を勧告された

ことを踏まえて、闘年に「史料館の役割と

史料保存体制」を発表し（「史料館鋼銘

副、史料所割宵報の収集と公開、史料学・

史料管理学研究、専門職員（アーキビスト）

養成の3つの機能を充実することを提言し、

その機能拡充に努めました。その成果の一

部として実務の理證化を集大成した『史料

の整理と管到（岩波書店、弱年）を刊行

しました。事業と研究とを一体化して業務

を進めてきたのです。

法人化に際して大学共同利用機関は「大

学における学術研究の発展等に資するため

に設置される大学の共同利用の”」（国

立大学法人法第2条）と定義されたように、

研究の側面力唾視されています。このため、

今回の改組は研究と事業とを分離・独立さ

せて、それぞれを効率的に推進し、有機的

連携を図ろうとしています。

アーカイブズ（記録史料）は歴史的古文

書だけではなく、建築アーカイプズ、医療

アーカイプズなどさまざまな分野に存在し、

それを作成・保存してきた組織体の活動を

証明する情報資源です。高度経済成長期に

活暇した社員が定年退職しはじめ、彼らが

馬車馬のように働いてきた蝉…を、

社内にも伝達・蓄穣することは企業にとっ

て大きな課題となっています。後輩にノウ

ハウを伝える機会を作ったり、企業アーカ

イプズを収集・保存する動きが目立ってい

ます。

また、急激に進む市町村合併にともない、

市役所・町村役場に保存されてきた行政文

書の廃棄が危倶され、その保存が大きな課

題となっています。

さらに電子噸・自治…力砥じまり、

デジタル・アーカイプズが進展するいつぽ

うで、従来から研究蓄積のある紙媒体によ

る保存とはまったく異なる電子文書の管理

と保存方法が国際的規模で模索されはじめ

ています。

従ってアーカイアズを研究するにI帯

政治学、経営学、歴史学、保存科学など多

くの学問の学際的協力が必要であり、アー

カイプズ学は独自な学問分野と位置づけら

れているのです。しかし、いまだ未成熟で

あり、アーカイブズ資源を調査整理、保

存管理、公開し、さらに社会化し、活用す

るためのアーカイブズ学の体系の構築が、

国際的にも緊急の課題となっています｡

アーカイブズ研究系の研究と事業

アーカイプズ研究系では、所蔵する輌

点余の記録史料を対象として推進してきた

これまでのアーカイプズ学研究を、継承・

発展させ、こうした課題に応えようと考え

ています。

古文書から電子記録まで多様に存在する

’アーカイプズ資源に関する総合脅蝿を行し､

|我が国のｱーｶｲブズの特質の解明及びそ
'の保存・活用のための技法・理論を確立す

ることを目的として、さらにアーカイプズ

情報を社会化するためのシステム研究を推

進することに重点を置きたいと考えていますb

最初の中期目標・中期計画の6年間で

①経営と文化に関するアーカイプズ研究、

②東アジアを中心としたアーカイプズ資源



研究､③アーカイプズ楕報の資源化とネツ

トワーク研究の3つα研究を進める計画です6

①は館蔵史料を中核として、関連する現

地に保存されている地域史料の総合的調査・

研究を進めます。今期はそのうち「経営と

文化」に関する史料を中心とします。

具体的にI……山…鑑・

整理とともに、長野県中野市に存在する山

田家文書の総合的溺査を実施します。山田

家には文書だけでなく屏風・掛け軸・書籍

などが豊富に保存されているので、美術・

書籍研究者を含めで多角的に検討していますも

また、周辺の家文書、区有文書、町役場文

書等を調査・研究し、地域史料全体のなか

で山田家文書を位置づけ、山田家のさまざ

まな活動の解明を図っていますc

また、書籍･文書･広告･古紙幣･地図・

番付・錦絵・看板・写真など多様な媒体か

ら構成される、大正・昭和期の実業家渋沢

敬三力鞘想し、当館に寄贈した日本実業史

博物館資料を対象として、資料群の内部構

造を明らかにしたうえで、整理・公開する

とともに、同博物館構想の全体像の解明、

および資料群形成過程の分析、資料群保存

管理證研究を進めていますb

さらに、館蔵史料の常陸国須田家文書は

水戸藩南領の大山守文書でありますが、そ

れと同じ大山守を務めた大場家文書を対象

として、総合的調査を実施します。大場家

には書籍、絵画資料を含み、住宅は茨城県

指定有形文化財となっており、美術史研究

者等の協力を得て、資料管理史研究・史料

群構造研究・地域文化史研究を推進する計

画です。

②は日本を含む東アジアを中心とするア

ジア諸国のアーカイプズ資源の存在状況と

比較史料学的調査研究を実施します。

日本・韓国・中国・台湾を主として対象

として､近f"融鰯鋼に焦点を当てて、

アーカイプズ資源の存在状況調査を実施し

ます。特に韓国の国家記録院力彌蔵する朝

鮮総督府文書の櫛造と特質を明らかにする

とともに、アーカイプズの視点から植民地

行政および軍政の性格の解明を図ります。

また､史洞の輝･使用･…錘を、

東アジアを中心として国際的な比較をする

ことにより、史料学に関する世界共通漣織

を得るとともにわが国のアーカイプズの特

質を解明することを目的として、1奔度に

韓国での史料調査と研究会を計画しており、

その後中国、イスラーム、ヨーロッパでの

調査と研究会を予定しています。

ともに国内はもとより国外の研究者との

共同研究として進める計画です。

③は諏点の館蔵史料群を資鋼上し、広

く公開する方法詮の研究を進めます。

館蔵史料群を中心として、作成・保存し

てきた組織体との関係に視点を据えて、史

料群構造を明らかにする研究は、保存・公

開のための前提となります。

また、その成果による目録などを作成す

るための史料記述方法を、国際標祇Am･

EAD錦などを踏まえて開発する研究を進

めています。その研究成果に基づき、史料

保存利用機関力薪蔵するアーカイプズ情報

のインターネット上での公開の標準化を提

言することにもなります。

さらに、全国に存在する記録史料保存利

用機関の現状と曾瞬史料…情報を集積し、

発信するネットワークシステム…を進め、

アーカイプズ情報を資源化し広く社会に提

供するシステム構築を目指しています。

いずれも科学研究費補助金等外部資金導

入をはかり、研究会・シンポジウム開催、

研究報告書、成果論文集を刊行し、菰極的

に研究成果、収蔵史料情報を公開すること
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を予定しています。

また､従来の『史料館研究紀要』を改めた

『国………アーカイブ…j

を刊行し、研究成果を公表していきます。

いつぽう、こうした研究を支え、また研

究成果を公開する事業部面では、次の3つ

の事業を国文学研究資料館の1部門として

展開します。

①アーカイプズ闘査収集事業として、第

1に、史料保存利用機関等が作成した目録

等を調査､収集して、文部省史料館時代以

来集積した全国に所在する史料群所在情報

を充実させ、わ力掴のアーカイプズ憎報の

ナショナルセンターとしての役割を確立し

たいと考えます。

第2に、館蔵史料に関する記録史料構造

論研究を経て、その整理・目録刊行を継続

します。16年度は尾張国木下家文書・信渥

国山田家文書を整理し、「収蔵史料目録』

忍越として刊行する予定です。

第3に、館蔵史料の宗務課引継文書に関

連して、高知県と島根県に所在する「神社

明細掴のマイクロによる史料収集、およ

び松江市において松江藩家老三谷家文書を

対象として甥…を実施する荷1画ですも

第4に、館蔵史料の全文テキスト化研究

を経て「史料叢書』の刊行を継続します。

16年度は近世町方史料を中心とする第8巻

を編集し、名著出版から刊行を予定してい

ます。

なお、15年度に陸軍参媒総長等を歴任し

た鈴木荘六関係史料劃鑪の寄囎を受けた力《

散逸の危機にあり、当館が受け入れること

が適当な史料を今後も受け入れる予定です｡

②アーカイプズ情報データベース事業と

して、次のデータベースをホームページ上

で公開していますが、それを維持管理し、

情報を更新させます。

アーカイブズ・ニューズレターNo.12004.93
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館蔵史料情報を「史料館収蔵史料総覧」

幅著出版1…として刊行しましたカミ

その後の館蔵アーカイプズ情報を追加して、

645史料群の概要を「館蔵史料概要データ

ベース」として公開しています。また、そ

のうちEAD化した史料一点ごとの情報を含

めて”史料群について「収蔵史料データベ

ース」として公開しています。アーカイプ

ズ情報の資源化とネットワーク研究の成果

を追加し、さらに充実させていく予定ですb

「経営と文化に関するアーカイアズ職」

の成果として作成している「実業史博物館

旧蔵資料データベース」の公開を予定して

います。錦絵・看板等の画像データベース

を含んでいます。

また、全国の史料群所在情報を史料目録

等により集約した「史料所在情報検索シス

テム」は、15年度までに4万3麺史料群を

公開し、16年度に約7万史料群の情報を追

加して公開する計画です。

きらに、史料保存利用機関で所蔵する史

料群情報を「史料情報共有化データベース」

として公開しています。現在675史料群で

すカミより充実させる予定です。

③アーカイブズ・カレッジは今後も重要

な事業と位置づけて開催します。16年度の

長期コースは7月・9月に国文学研究資料

館を会場として開催し、51人が受講してい

ます。内訳は大学礎34人、文書館・資料

館等10人、企業その他7人です。短期コー

スはll月に愛媛県松山で開催予定。受講生

は謁人、内訳は大学院生1人、文書館・資

料館等18人、自治体史編纂室4人、企業そ

の他0人を予定してます。

そのほか、情報資料サービス事業部のな

かで所蔵史料の保存・管理および閲覧事業

を行います。所蔵史料、受託史料、マイク

ロフィルムにより収集じた紙焼き写真、お
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よび自治体史、史料目録、雑誌などの逐次

刊行物が閲覧利用できます6

アーカイブズ研究系のめざすもの

弱年間続いた史料館は大学共同利用機関

法人人間文化研究機構国文学研究資料館ア

ーカイブズ研究系として新たに再発足しま

した。

法人化に当たって”年に人間文化研究

鎌嘩の「アーカイブ…センター」仮

称）の設置を要望しましたが、拙速に検討

することは適当ではない、人間文化研究機

構の組織については今後考えていくことに

なりました。

法人化・改組にあたり松野陽一館長と協

議し、国文学研究資料館の全体会議におい

ても、機能上・組織上の独自性を尊重する

ことで合意し、「史料館は独自な分野と方

法を保ちながら、文学研究系と密接な関連

性持った、横ならびのアーカイプズ研究系

として改組」（松野陽一「新生のための閉

幕の辞｣『国文学研究資料館報』第蛇号、

“年）することになりました。

独自な分野と研究方法とを持つアーカイ

ブズ研究系は、典籍資料およびアーカイブ

ズを含意する「原典資料Jを、研究対象と

することでは共通している国文学研究部門

と連携しながら、事業と研究とを推進する

計画です。

まだ新しい制度のルールが確立していな

い面もありますが、原典資料を基礎に新し

い学問体系を構築する点では文学研究部門

と共通していますので、国文学研究資料館

の1部門として協力できる部分は多いと思

います。同時にこれまでの研究蓄積を基礎

として、アーカイプズ学の体系化をめざし

ていきたいと念願しています。

昨年刊行した ｢ア

－カイブズの科学』（柏書房）は約1畔間

にわたって文書館・研究所・大学などの多

くの研究者と共同研究を進め、アーカイブ

ズ学の体系化を試みたものです。その成果

の継承はもちろんですカミ同時にさらに多

くの分野について共同研究を推進して、研

究の深化・蓄積を図り、その研究成果を社

会に公表していくことが大切と考えていますb

アーカイプズ学はいまだ未成熟の学問で

すが、その今日的課題は山積しており、情

報化の急激な進展に伴い国際的な広がりを

みせています。わが国におけるアーカイプ

ズ保存・活用体制は、諸外国と比較すると

いまだに立ち遅れているといわざるをえま

せん。アーカイプズ学研究拠点の整備、国

際的アーカイプズ情報センター、アーキビ

スト教育制度の確立など、わが国のアーカ

イブズ体制の再構築の検討を、アーカイプ

ズ研究系としても続けていく必要があると

考えます。

平蹴5年度新収史料紹介(追加）

…県公文書館所蔵愛知県庁文書

平成l奔3月に職前の愛知県庁より徳川黎明

会への公文書(戦後に旧史料館へ引き継がれ

たもの）移譲に関わる文書およ…癖

理に関わる文害をマイクロフィルムにて収集

偽リール，ただし4リールは愛知県公文書館

のフィルムを複製したもの)。

＊順次紙焼製本を作成し、完成したものから

公開予定。

＠料学研究費助成若手研究A「海外引揚問題

と戦後日本人の東アジア観形成に関する基盤

鰯琉制鰯究代議者:力…による収集。

「南洋群島在住民疎開者接…報告函

「東北日僑俘遺送業務指導要領」（東北日僑

善後連絡総迦

耐団法人満蒙同胞援獲会預金返還鯖求事件

記録」

「参考満語・図個鉄道開股前後ノ状況・上

三峯ﾉ沿革」

I癖汁一年三月一躍…要l

「満洲開拓民二関スル鐸資料」噺潟県）
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ソウル見聞記

この4月からアーカイプズ研究系の客員

助教授として国文学研究資料館にお世話に

なることになった。アーカイブズについて

は全くの素人といってよい私がこんな（失

礼！）ところにいてよいのかという危倶は

あったが（今もある力9，「東アジアを中

心としたアーカイプズ研究」チームが当面

調査研究対象としている韓国の史料につい

ては自分の専門とする朝鮮近代史に深く関

連するので、蛮勇をふるってプロジェクト

に参加きせていただくことにした。

とはいえ、第一回会合で配布された科研

費申請資料にあった文言には思わず笑って

しまった。そこには、睦史研究の視点だ

けでは個人が目的とする史料が利用できれ

ば十分とされて、誰でも力恒久的に利用で

きるためには何をすべきなのかといった社

会への還元といった議證はなされてこなか

った」とあっ泡まことにもって恥嫡b功《

こうして私は自分がいかに場違いな場所に

いるのかを”に思し知らされたわけである。

さて、こんな右も左もわからない状態で

はあったが、プロジェクトは粛々と進行し

ていく。5月には早速、韓国での調査が行

オオ1へ私も同行しね一行は､…峰

潅辺港一助教授、加藤聖文助手、竹内桂リ

サーチアシスタント、それに私の5人。こ

の小文はその際の見聞記である。

加日、羽田空港からソウルの金浦空港に

向かった。通常の成田一仁川に比べてやは

りはるかに便利である。日に4便しかない

というが、もっと増やして欲しいものだ。

林雄介

それはさておき、金浦からバスで市内のホ

テルに着いて荷をほどくと、すぐ韓国側の

研究協力者である国史潟纂委員会の田美姫

氏との約束の時間。夕食をともにしながら

畷Jち合わせとなっな趨上、こちらが鮭

待」すべきところ、そこは韓国。山のよう

な韓定食でもてなされてしまった。

翌21日、ホテルから地下鉄で1時間ほど

の果川市にある国史編塞員会を訪問した。

田氏の案内で李萬烈委員長に面会してプロ

ジェクトの概要を説明し、協力を依頼した

あと、やはり我々の研究協力者である許英

蘭氏、文叔子氏と打ち合わせを行った。久

しぶりに会う許氏はすっかり糧史研究士と

しての風格も備わり、現在は地方に散在す

る史料の整理収集を担当しているという。

また、韓国歴史情報統合システム

(h の構築

も事実上彼女が「仕切って」いたようだ。

このシステムはいくつかの機関が合同で進

めたプロジェクトで、たとえば官報や朝鮮

王朝時代の史料など参加機関所蔵史料の多

くがテキスト化されて検索可能になってい

るというすぐれものである。日本語

Wmdows上からは若干問題があるが、韓国

語入力環境さえあれば研究に大きな助けに

なる。いつも思うことだが、この方面での

韓国のパワー、スピードにI湖-さまじいもの

力笏る。

その後、また田氏の案内で内部を見学さ

せていただいたが、やはり圧巻は「対馬宗

家文割であった。マイクロフィルムとし

アーカイブズノート

て販売もされているが、現物を見たのは初

めてだった。そもそも、日本でも文書館の

書庫などほとんど見る機会はないわけだカミ

江戸時代の日朝貿易を一手に取り仕切って

いた対馬藩の膨大な史料を目の前にして圧

倒された。不鍾慎だが、これを見られただ

けでも今回の調査に同行した甲斐があった

というものだ。

午後はソウル市内に戻り、政府記録保存

所（今年5月に国家記録院に名称変更）ソ

ウル事務所を見学した。日本史研究者には

あまり知られていないが、ここは朝鮮総督

府関連文書がもっとも大量に保存されてい

るところで、我々のプロジェクトの当面の

主たるターゲットもここの史料である。と

ころ力《ここの史料へのアクセスはきわめ

て敷居が高い。まず、かなり前に作成きれ

た目録があるものの、その目録自体がほと

んど出回っていない。私も含め、この目録

をみるためにソウルに行かねばならないと

いうのが実憤である。しかも、幾度も整理

のし直しが行われた結果、一つの文書にい

くつもの番号がふられ、域員でもその史料

にたどりつくのに苦労するという状態にあ

る。現在、国家記録院では新たな目録作成

作業が進行中だというが､完成はかなり先

の話になりそうである。一方、国家記録院

のホームページ

(hMα〃wwwzIIThiv墨卯k〃配rs/mpasp)

には史料の検索システムがあって、文書名

がわかっていれI癖が可臓勃§（とはいえ、

あるはずの史料が出てこないなど、不備も

あるようである）、歴史学研究者がよくや

るような「何かあるかもしれないから目録

を齢､ら圃肋てみる」ということはできな､､

また、ここの最前線の業務の圧倒的部分は

一般市民からの土地文書や財産関係文書の

閲覧要謂に応えることであり、
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アーカイフーズノート

「一細の歴史学研究者の便宜を最優先に

考えるという状況にはない。ただ、アーカ

イプズ学の最先端の理議を導入して体系的

な総督府文書のデータベースを作ろうとい

う試みも一方では進んでおり（後述）、大

いに期待されるところである。

夜はまた夕食をとりながら田氏および＄

やはり研究協力者である明知大学校の金翼

漢教授、政府記録保存所の李晁随氏と打ち

合わせを行った。金翼漠氏は旧知の先輩だ

が、相変わらず言うことがきつく、かつ鋭

い。我々の研究計画を聞いて次々と問題点

を指摘、このままでは韓国側が積極的に協

力するのは難しいから、こういう方向に持

っていってはどうかと建設的な提案がどん

どん出てくる。帰国後、我々は研究方針に

若干の軌道修正を加えることになるが、こ

の夜の金氏の発言に示唆をうけたところが

大きい。

理日は、午前中に国立中央図書館を見学

した。全体を一通り回ったあと、一階のレ

ファレンスルームに行き、そこに備置され

ているであろう（と思った）全国の諸機関

の目録を見ようとしたが、ほとんど見あた

らない。司書の方に聞いてみると、「いま

どき目録を見ようなどという利用者はいな

い。ネットで検索しなさい」という。「し

かし、唖譲は××の方面に強いから、

目録全体を見たいという人もいるのではな

いか、ある資料群の全体像を知りたい場合

はどうするのか」と食い下がったｶﾐ「全

国の目録を全部見るつもりか。そんなのは

群前…法だ'と一蹴さｵrてしまった。

私の韓国語能力の不足もあろうが、ついに

理解してもらえず、とぼとぼと中央図書館

を後にした。

しかし一転、午後は「仲間」が集う「記

録史料管理と近代」（韓国国家記録研究院
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主催）というシンポジウムに参加した。こ

の日の報告は、朝鮮総督府、台湾総督府、

19釦年代中国における記録管理制度に関す

る報告と、韓国所在の朝鮮総督府文書目録

刊行作業に関する報告の4本で、うち台湾

総督府に関する報告は我々のメンバーであ

る1…端つむしv淵1癖告もI素人」

の私には教えられるところの多いものだっ

たカミなかでも総督府文書の目録刊行作業

に関する報告は極めて興味深いものだった。

まだ試行段階であり、完成までにはクリア

しなければならない課題も多いようだが、

報告を聞く限りでは、我々力噌段よく目に

する書誌情報が淡々と並んでいるような目

録ではなく、文書の作成機関の樹形図や年

度からも資料にたどりつけるような形のも

のを考えているようである。しかも、この

目録は政府記録保存所（現、国家記録院）

所蔵のみならず、韓国所在の朝鮮縫督府文

書すべてを対象としており、先述したよう

な「敷居」が取り除かれるかもしれないと

いう期待は大きい。とはいえ、これらはす

べて韓国語Wmdws上での利用を想定した

ものであり、日本語Wmdowsからは、たと

え…《インストールきれていても様々

な制限につきあたってしまう。我々のよう

な朝鮮史研究者でも韓国語Wmdws専用の

配を持っていることは一般的ではなく、日

本史研究者の場合はさらに例外的であろう。

こうなると、「日本語環境からも十全に利

用できて、さらに将来的には画像データベ

ースにして」などと「欲望」はどんどん広

がっていくが、シンポの主催者である韓国

国家記録研究院のスタンスは､受益者負担、

すなわち、それで便宜をうけるのは日本人

なのだから、日本の人的・物的資源でやる

べきだということのようだ。それは確かに

そうなのだが、公のシンポの淵で堂々とそ

うした発言がなきれたのには少々購いた･

しかし､逆に言えば我々のプロジェクトのI存

在意義」を再盟識させてくれる発言でもあ

った。

こうして3泊4日の日程はあっという間

に過ぎ去った。まったく「遊び」なしのハ

ードスケジュールだったが、私は、これま

で噛れ親しんで」いた機関をまったく別

の視点から眺めるという初めての経験をさ

せてもらった。朝鮮総督府文書のDB化の

話も聞きかじった。好むと好まざるとに関

わらず、もはや私は「ド素人」を自任して

いるわけにはいかなくなった。今は少しで

もましな素人になるべく、仕事の合間にア

ーカイプズ学の教科書を開く日々である。



1．まえがき

各国において、日本文学研究（その周辺

を含み、人文科学全般を視野に置く）がど

のように進められてきたか、最近のあるい

は今後の研究課題は何か、どのような研究

機関や学協会があり、どのような研究者が

居てその研究活動の状況はどうか、また大

学院教育はどうかなどについては，あまり

知られていない。とりわけ、多様かつ膨大

と思われる研究成果の状況を知り、それら

に直接アクセスすることはたいへん困難と

言える。最近では、インターネットなどに

より関連情報を得ることはかなり容易とな

ってきているが、内容は網羅的ではなく、

概して貧弱である。

m年より5ヶ年計画で進めている科学研

究費補助金による基盤研究(S)「国際コ

ラボレーションによる日本文学研究資料情

報の組織化と発信」は、上記の課題を国際

コラポレーション研究によって検討し、関

連資源の収集，蓄積，組織化をはかり、資

源共有化を実現しようとするものである、

日本文学国際共同研究プロジェクト唾JS:

Intem2umalConabomtionbrJapanese

litaalyStudie)と呼んでいる、3研究課題

を設けている．

（1）日本文学と周辺のための国際コンテ

ンツの整備

（2）日本文学と周辺研究資料傭報アーカ

イプズの共同構築と利用

（3）資源共有化システムの構築による情

報の共有化

2データベース研究成果例

各国の研究者とのコラボレーションにより、

基礎的な悩報の収集、整理、公開を目指し

ている．その成果として､例えばイタリア、

フランス、イギリス、東南アジア、および

国際会議などの研究者ディレクトリ、研究

機関ディレクトリ、発表された研究麓文目

録データベース及び学術雑誌ページ画像デ

ータベース、翻訳された日本文学作品目録

データベースなどを、専用ホームページ

OItmWWwwniil"jp/~ldbans/)から公開

している。

例えば，現在段も整備が進んでいるイタ

リアに関するデータベースには、以下のよ

うなものがある。研究者ディレクトリは研

究者に関わるデータで、登録はホームペー

ジから研究者自らが行う方式である。研究

論文目録データベースは，イタリアの主た

る学術雑露（8隣）に発表された研究論文

の大半をヴェネッィア大学などの協力で作

成した(m件）。一般に，古い学術雑誌

は入手困難であるが，主たる雑誌のページ

画像データベースを作成した但聴14巻）。

また，日本文学作品のイタリア語翻訳作品

目録データベースは，著書脇］の許可を

得てデータベース化した⑥5件）。一方、

イタリアにおける日本学関連研究者（約

'㈹名）に直接依頼し，発表した代表的な

研究鵠文を全文データベース化する試みを

スタートした。

さらに、現在フィレンツェ大学と、古今

和歌集に関するイタリア語・日本語・英語

アーカイフスノート

の3ヶ国語によるマルチテキストデータベ

ースの研究などが進んでいる。他国にお

いても順次同様のコンテンツ整備が進んで

いる鰄ここでは割愛する。

a主な研究項目とその成果

（1）日本古典文学作品のX皿,化

日本古典文学作品の全文データベース化

に当たり、データ記述に国際標準である

X皿，(Ex画亙剛eMarkuplan風凪醸）を適

用し、その実現性を初めて実証し、明確化

した。約400作品のDTD(DataType

Dennition)の定義とX皿j化を実現し、ホ

ームページから公開している。これにより、

X皿‘による日本古典文学作品のデータ記述

法が確立した。

一方，日本の記録史料の電子化に，国際

規格EAD(En…AIChiValEIipmn)

の適用実験を進め、諸課題を評価分析し、

成功させている。

（2）資源共有化、異る機関データベース

群の横断利用

国内外の多くの研究機関などが持つ多様

な情報資源を、一元的に利活用することは

大きな夢である。

資源共有化システムは、関連する情報資

源を個々に切り替えて利用するのではなく、

言わば一度にシームレスに横断的に網羅的

に検索し、利活用する仕組を構築し、実用

化を図ることである。これにより、研究者

は多くの研究機関のデータベースの所在や

仕様を知らなくても，研究内容に関連する
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アーカイフズノート

あらゆる資料、データを簡単かつ網羅的に

集約し、研究を進めること力呵能となる。

新たな知見を得ること力溶易となると期待

されている。

技術的要件としては、国際標準情報検索

プロトコルであるZ鉋釦プロトコル、並び

にDI1bfnmメタデータを前提とする。こ

れらを人文科学研究素材である多種多様な

情報資源に適用し、具体的なデータベース

の相互運用をはかりつつある。

国内の人文科学系研究機関では、まず

5つの大学共同利用機関を中心とし、これ

に東京大学史料編纂所、京都大学東南アジ

ア研究所、大阪市立大学などを加え、資源

共有化研究プロジェクトを進めている。接

続実験を完了し、相互情報検索力呵能とな

った。

③国際学協会との連携

国際コラポレーションは、各国の大学な

ど研究機関に所属する研究者を中心に進め

ている｡各国の日本学学会の活動は活発で

あり、多くの研究者はこれらの学協会にも

所属している。したがって、これら学協会

との連携は不可欠である、本研究では、

EAJS(Eum…1A…通t”'"Japan=

Smdies)、AAS(AssociationfbrAsian

Smdies)、伊日研究学会、英国日本研究協

会、仏日本研究学会などの支援を得て、共

同研究を進めている。

4あとがき

プロジェクトも中間期を過ぎ、まとめの

段階に至ったが､未だ検討すべき課題も多

い。

例えば、国や研究機関により、同一と見ら

れるデータ項目において、そのデータの認

識、整理法。構造定義規則などに質的量的

な違いがある。それぞれ独自性を考慮し、
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また使い方も考慮する必要がある。同時に

共有化を実現するために、適切なメタデー

タの定義と変換規則を予め準備しておく必

要がある。すなわち、人文科学向きのメタ

データ（構造把握とアクセス法）が必要で

ある。

また、情報交換の埜盤言語を何にする力も

日本語に限定するか、あるいは多言語対応

とするかの検討が必要である。データアク

セスについては、日本語を中核として英語

による対訳とキーワードによる。データ本

体については作成国の言語によることを検

討する。さらに、当初計画には含まれて

いなかった国々 からの参hI幼要請がきている。

現在…では対応すること力難しいカミ

国際学会との連携強化で対応することを考

慮している。一方、齢1…において、

コラボレーションのためのシステム的な環

境は整ってきたが、これを活用して実際の

研究を進める若手の研究者が得られ難い状

況がある。

【ホームページ】

[1]ICJS:日本文学国際共同研究

http:"wwwnijLacjp/~kiban-s/

［2］日本古典文学本文データベース

http:"www.nijLacjp/

旧瞬域果報告書】

［1］安永尚志編著：知1年度版研究成果報

告書、別8頁、”

図安永尚志編著：”年度版研究成果報

告書、翠頁、“

団安永尚志編著：麺年度版研究成果報

告書、翠頁､麺（以上の皿版作成）
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研究プロジェクトの紹介

鴛 罵
“年ll月、国立国語研究所「外来割

委員会は、第2回「外来調言し換え提案

を行った。47の外来語のなかに、近年頻繁

に耳にするようになった「アーカイカ「コ

ラボレーション」という言葉も含まれへ「ア

ーカイカはI癖蕊･記録保罵割、「コ

ラボレーション」は「共同制作」と提案さ

れていた。専門領域での利用が中心であっ

たように思われたカミ委員会の提案は、そ

の利用が一般にもひろく広がりつつあるこ

とを示したものともといえる。

もちろん、こうした外来語の理解では外

来語が有している内容を、その歴史文化な

ども含めて検討することが必要であり、言

し換えでは日本における実際力澗題となる。

周知のように、日本では文書・記録類を歴

史的文化的遺産として活用するための体制

…く率まさに“1丁である。つまり、

日本のアーカイプズのあり方は、今後の取

り組み如何ということになる。

このアーカイプズの展開を考える上で、

重要なキーワードとなりうるのがコラボレ

ーションではなかろうか。組織としてのア

ーカイプズは、その活動に関わり、利用者、

関連諸科学の者、他のアーカイプズなどと

の協業によって、様々な問題を解決するこ

と力糊待される。現在、多くの人々の関心

を集めながらなかなか進まない問題に情報

の資源化、そしてネットワーク化の問題が

あるが、この問題は利用者のサービス環境

に関わるものであり、そ噸策I…ある。

もちろん、利用者問題として振り返れば文

書類を収蔵する機関では、文書類の目録を

刊行するなどして、利用環境の整備に努め

てきた。しかし、調査の準備などを通じて

思うことは、事前に目録を確浬しようとし

ても、なかなか入手できず、身近な図書館

などでも容易に確誕できないことである。

目録が未刊であればなおさらである。現地

ではじめて目録を確浬するといったことも

起こるわけである。

求める文書は何処にあるのか、情報が集

約され、事前に確浬できればと誰しもが考

える。解決手段はいろいろあろうが、近年

の情報社会のあり方を勘案するならば多

くの人々は、まずもってインターネットを

窓口とする。ネット上に情報が提供される

ことを当然視する時代である。しかし、利

用者の期待とは異なり、アーカイプズ関係

機関の情報発鳳j必ずしも十分とはいえなbも

図書館などとは明らかに異なる状況にある。

アーカイプズ関係の情報発信とはいかに

あるべきか。必ずしも充分な議鐙がなされ

ているとはいえないが、情報はいくつかの

レベルで捉えことが必要と考える。協業の

あり方は、そのレベルに応じて異なるもの

となる。すなわち、インターネットを利用

した最終的なレベルと考えられる画像情報

の公開などでは、各機関がそれぞれの判断

のもとに行うべきものである。しかし、た

とえば全国アーカイプズ関係機関一覧とい

ったものであれば、協業による作成力呵能

であり、各機関が別個に作成したのでは無

駄である。もちろん、インターネットの技

術的な進展により、協業による範囲は急速

に拡大する可能性がある。基本的なレベル

から次第に詳細な情報のレベルへと、協業

の範囲が広がることは間違いない。

最初は、アーカイプズ関係機関が何処に

あり、どのような文瞥群を公開している”､

こうした基本憎報を利用者に伝えるための

取り組みからはじめることが必要と考えら

れる。その際、文書・記録がいわゆる文書

館ばかりでなく、図書館・博物館・公民館

などの類縁機関に多数保存・公開されるこ

とに留意することが必要である。日本では

文書館の設置が遅れたこともあり、類縁機

関が地域史料を中心に、行政文書などまで

受け入れるケースが見られる。これは各機

関が、文書・記録類の保存公開を組織活動

の中に位置付け、積極的に取り組んだ結果

である。それは地域アーカイプズの機能の

一蝦を担っているに等しいcよって、情報

のネットワークは、こうした類縁機関とも

手を結ぶことができるものでなければなら

ない。

どのような方法でそれを実現するのか、

過去における取り組みを確誕するならば

なかでも地方史研究協識会編『歴史資料保

…l…西醗副仙川出楓

は、初版においてlW年段階の日本全国の

歴史資料保存機関を、増補改訂版で1瓢年

段階の機関を網羅した、たいへん意欲的な

出版物である。資料群情報に関しては、主

要なものに限られる場合もあるが、機関単

位に収蔵資料の概要を記した取り組みはア
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アーカイフズノート

－カイプズ情報の集約という点では画期的

なものと高く評価できよう。その後の動向

を踏まえた改訂も期待されるところである。

インターネットを利用した取り組みでは、

1甥年度にはじまる史料館による「歴史史

料情報の共同集約と共有化にむけてのシス

テム構築に関する研究」（文部省科学補助

金）がある。この研究では文書館関係者な

どとの検討会を通じて、情報の発信のため

のデータベースシステムが実験的に開発さ

れることになった。そのシステムでは、

①それぞれの機関が情報を発信し、それを

技術的に組織横断的に検索すること、②ネ

ット上に開発した共用データベースに各機

関力剰断のうえ情報を登録し、ひろく文書

群情報の検索を可能とすることが実現され

た。なお、両者は一つのシステムとしても

稼働するが、切離して利用することも可能

としたのであった。

運用実験は、栃木県文書館・尼崎市立地

域史料館、学習院大学史料館、大分県立先

哲史料館などの協力によって実現している。

現在、システムは本格運用力呵能な段階

にあり、記録史料保存利用機関共用のデー

タベース（名称：史料群情報共有化データ

ベース）として、Web上に公開されている。

この取り組みは、アーカイプズ関係機関

がネット上に共用の基本情報に関するデー

タベースを開発したという点で意義のある

ものに違いない。もちろん、Web上に共用

のシステムが存在したにしても、各機関が

それを利用するかどうか、これはまた別な

問題である。収蔵史料情報の発信は、それ

ぞれの機関力漬任のもとに独自に行なうこ

とが好ましいと考えられるわけである。

ただし、開発されたWeb上のデータ

ベースは、組織を越えて機関横断的な検索

や、全国機関を一覧することも可能となる。
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また、各機関で傭報発信の準備が整わな

い場合であっても、このデータベースを利

用することで、一・応の情報発信を実現でき

るなどの特徴を指摘できる。関係機関が独

自に開発するデータベースとの住み分けも

充分に可能であるといえる。

ほかにも情報記述の標準化と組織の主体

性に関する問題など議麓すべき点は尽きな

いが、情報提供のあり方、惰報記述の標準

化問題は、史料保存利用機関の発展のため

の真剣な議請の中で改善されれば、それが

一番好ましいことに違いない。情報化社会

のなかで、アーカイプズ世界が情報発信に

ついて、速やかな対応を求められている状

況に変わりはないのであり、何もしないこ

とが一番の問題である。

そのため､史料館観アーカイブ…）

では、このデータベースが関係機関との協

業により開発されたという、そ…に鰐、

その充実を計るための準備を進め、細年

度には科研基盤研究(B)「アーカイブズ

情報の集約と公開に関する砿」を申萌し、

そ~を謎ﾅることになっだ…は、

①我が国における古文書・記録類の保存公

開に関する実態調査を実施し、各地域での

保存公開に関する取り組みを歴史的に解明

すること、②文書・記録類の保存公開機関

を取り調べそれらの機関が公開する文書・

記録類の名称・内容などの愉報を可能な限

り集約・公開することを目的とする。

すでに、昨年度より取り組みを開始し、

今年度は2年目となるが、とくに史料群情

報共有化データベースと関連するのは②で

ある。3か年計画で都道府県ごとに、文書・

記録類を保存公開する恒常的な機関を可能

な限り訪ね、情報の集約に努めると同時に

共有データベースへの参加を呼びｶｷﾅたい。

全ての機関を訪問することは適わぬため、

実際にはアンケートなどによる方法を取り

混ぜたものとなっている狐現在のところ、

多くの機関のご協力をいただき、大量のデ

ータが集積されつつある。成果はインター

ネットで公開することを目指している。科

研の成果も広く公開することが求められる

状況であり、この点にも努めたい。

最初に記したように、アーカイブズの語

は市民横を獲得しつつある。よりよい利用

環境を作れるかどうか、我々史料保存機関

の努力に関わっている。その目先は利用者

を捉えていなければならない。その対策と

してさまざまなレベルでの協力関係の構築

力泌要となると考えられるのである。

以上、今後のアーカイブズをめぐる利用

環境の整備について、科研での取り組みか

ら考えてみた。



比較史料学の可能性

今から5，6年ほど前、在欧日本史料調

査のプロジェクトでヴェネツィア国立文書

館IAIdlivodiSmmdiVa】錘a)を訪問した時

のことである。最初にご挨拶のために招き

入れられ館長室では、非常に嬉しい歓迎の

され方をした。それは館蔵文書のなかから

興味深い文書を選んで見せてくだきるとい

うものであった。

おそらく10点ほど見せていただいたと思

うが、今でも鮮明に覚えているのは、オス

マン・トルコ皇帝からヴェネツィア総督（ド

カーレ：都市国家の支配者）に宛てられた

公式の外交文書である。大きなやや横長の

料紙の中央部上方には大きな日本で言う花

押のようなものがあり、その下に文章が書

かれているがもちろん読むことができない。

読めないのは当然であるが、驚いたのは文

字が一行ごとに黒・赤・金と色が違うこと

である。

このような文書が存在するとは夢にも思

わなかった。何のためにそのような色使い

をするのであろうか。ヨーロッパの文書で

も鮮やかな金・青・赤などを用いた花文字

を見ることができる。日本の文書はどうし

て色の装飾性が低いのであろうか。追筆の

朱は別として､…毒は黒と決っている。

そういう日本での常識が打ち破られた瞬間

であった。

文書に限らず、外国に行くと日本にはな

いものを見て驚くこと力箏い。もちろん胴

だ日本と同じじゃないか」ということも多

いのだが、説明するまでもない「常謝を

渡辺浩一

説明する必要性に気づかされるのである。

このような関心から旧史料館では小さな
､

試みを積み重ねてきた。

その最初は、…2月17日（木）に国文

学研究資料館において、史料館館内研究会

の一つとして韓日比較史料学研究会「歴史

編纂の比較史」を開催したことである。報

告は、崔承煕氏（チェ・スンヒ、ソウル

大学教濁一について］、

藤実久美子氏（史料館非常勤研究員）「徳

川実紀の編纂について」であり、朝日双方

の歴史編纂体制や完成された編纂物の保管

体制、それらの違いから浮かび上がってく

る権威や歴史意識の問題など、報告と討論

を通じて豊富な成淘鴇られ心この成果は、

『史料館研究紀要j31号（麺1年）に小特

集として掲載されている。

その次は、平成13年度客員教授朴慶洙氏

による共同研究「近世東アジアにおける商

人と官僚制に関する比較史的研究｣である。

これは、上記表題の通り比較史料学の研究

ではないが、その過程で、京都大学図書館

河合文庫の調査を行い、その調査報告とし

て須川英徳「京都大学図書館河合文庫所蔵

…折のための予備的考詞を得た。

また､それと対照させるために渡通告一「日

本近世の商人・商業組織文書について一日

韓比較史のて力功､り-Jとの報告も行われ心

この研究の成果は「史料館研究紀要」34号

…に同名の4鋒として掲載された。

以上のような小さな試みをへて、今年度

から大きな研究プロジェクトを開始した。

研究プロジェクトの紹介

それが、科学研究費・基盤A2「歴史的アー

カイブズの多国間t域に関する研究｣である。

以下I毒1画…亀らの弓開であるく一目…。

〈研究目的〉

①本研究は、広い意味では、ユーロセント

リズム（ヨーロッパ中心主義）の克服を目

指す人文科学研究の一環である。現在の科

学は発祥の地がヨーロッパにあるために、

基本概念や概念操作の方法に関してはヨー

ロッパ起源のものに従わざるを得ないが、

特に人文科学研究の場合には世界各地の研

究者が自覚的無自覚的を問わず研究対象で

ある世界の各地域に対して持っている価値

意識にその研究力謹右される。このことを

鋭く告発したのはエドワード・サイード「オ

リエンタリズム｣坪f唯､1…)であるボ

これに前後して地域に対する価値意識に自

覚的な研究が次々と登場している。

本研究は以上のような問題を意識しなが

らも、議論を形而上的な空中戦に終わらせ

ないために、史料という極めて具体的なモ

ノを共通の研究対象とすることによって、

その作成・使用・保管を具体的に明らかに

し比較しようとするものである。すなわち、

本研究は、世界各地域に散在する史料に関

心を持つ研究者間の交流を開始し、史料学、

に関する世界共通の土俵を築きあげる第一

歩を踏み出そうとするものである｡なお､世界

といっても広すぎるので、日本が所属する

東アジア世界を中心として、ヨーロッパ相

対化論の思想的な1つの軸となっている

イスラーム世界を取りあげたい｡そのうえで、

ヨーロッパとの比較を試みたい。このこと

により、日本の史料が世界史的に見てどの

ように特殊であり、どのように普遍的であ

るのかが明らかとなるはずである。これは

史料を生み出し伝来させた社会そのものの

比較史ともなる。
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研究プロジェクトの紹介

②独創的な点

研究代表者がかつて編んだ論文集『日本

近世史料鵠史料空間論への旅立ち－』

（北海道大学図書刊行会、…）を受け

継ぎ、存在論と認識論からなる史料空間證

という方法論を発展させる。これは、歴史

学における史料学と、アーカイプズ学

(A'℃hivd“en画とのコラポレーションで

ある。

比較史料学という点では、昨年「『日英

中世史料諸」シンポジウム報告｣（「古文書

研究」弱）を得た。ただし、これは二国間

でり、日本の史料を比較史的に考察するた

めにはもう少し参照系を増やす必要がある。

本研究ではいきなりヨーロッパと比較する

のではなく、東アジアやイスラーム世界を

方法的媒介ともすることに独創性がある。

さらに、本研究の特色は、各研究分担者・

海外共同研究者が自分のフィールドを越え

て史料を実物に即して理解しようとすると

ころにある。比較史料学に限らず、現在ま

でに行われている比較史的企画の欠陥は、

ある一定の枠組で世界各地域の事例研究が

羅列されているに過ぎず、自己のフィール

ドから踏み出した比較史的考察がほとんど

行われない点にある。この点は科学研究費

の枠組みを用いてこそ乗り越えられる課題

である。

なお、本研究は、優れた研究者でありな

がら外国語力坏得手なために国際的には埋

もれてしまう研究者を世界の舞台に乗せる

ための新たな研究形態の実践でもある。

③国内外の関連する研究

国外では、欧州を中心とした全世界比較史

料学の企画もいくつか出てきているようで

ある。例え感MVもロバーツ編「史料と

巨大都市｣MVROm1sm.AJWigand

A企む…L"血11鍋や、Rプリットネ
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ル縞｢実用的織字能力東洋と西洋1200.

1330年｣(RichardBrimened"局召gma"t

Lireraq'睦sta"dW露とIW-Jam

Woodbridge,1997)がある。問題なのは、

こうした全世界比較史料学がヨーロッパ中

心に行われるために、アジア・アフリカ地

域が付加物として網成されてしまうことで

ある。前者の編名は「巨大都市の史料一古

代から近代へ」、「非行政史料」、「保管

建築・保存手当・利用」、「アジア・アフ

リカとアメリカ」、「世紀の転換と巨大都

市史料」などであり、ヨーロッパ内の報告

はテーマ別編成を行うが、非ヨーロッパに

関しては一括されてしまっている。後者も、

第一部「ラテン語・キリスト教圏」、第二

部「世界の残り」という、あまりにも露骨

なヨーロッパ中心的煽成であるc

国内では、多国間比較史料学の試みは存

在しない。河音能平『世界史の中の日本中

世文書」（思文閣、1懸年）は問題意織と

してヨーロッパとの比較の意識が強烈であ

るが、内容はほとんどが日本中世に関する

ものであり比較史料学の問題提起をなした

ものである｡前記「『日英中世史料輪」シン

ポジウム報告」は日本初の本格的比較史料

学の企画である。本研究は、報告者の一人

を研究分担者に迎えることにより、このシ

ンポジウムの峰をも継承しようとしている。

以上の目的のもと、研究をすでに開始し

ており8月には国内研究分担者による研究

会を行った。11月末には韓国国史編纂委員

会の研究者の助けを得てソウルで二日間に

わたるシンポジウムが行われる予定である。

中国・トルコからも研究者の招聰を予定し

ている。以後、上海・アンカラ・ケンブリ

ッジと海外でシンポジウムを行い、”年

度秋には東京で総括的な大規模な国際シン

ポジウムを開催する予定である。

史料収集および公開のお知らせ

平成1碑3月に鈴木荘六関係史料の追加分

⑲点）を受け入れました。今回の追加

分は、軍服・絵画・写真など物品類から

成りま税現在公開に向けて整理中ですb

なお、すでに受け入れを済ませた史料

につきましては、12月1日より一般公開す

る予定ですも

※平成15年度新収史料紹介（追加）は4p

を参照。

2004年度アーカイブズ･カレッジ開催予定

長期コース於国文学研究資料館

7月4日～7月四日

8月麹日～9月理日

短期コース於金沢市

11月9日～11月19日

(前後期･短期とも最終1週間はレポート

作成にあてる）
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